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一
、
午
前
の
部

今
年
は
日
本
医
史
学
会
神
奈
川
地
方
会
が
創
立
さ
れ
て
か
ら
七
周
年

に
な
る
の
で
、
こ
れ
を
記
念
し
て
二
つ
の
記
念
行
事
を
行
っ
た
。
そ
れ

は
一
、
公
開
講
座
演
題
恥
神
奈
川
の
医
史
跡
演
者
”
大
滝
紀
雄
先

生
二
、
神
奈
川
県
北
東
の
医
史
跡
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
で
あ
っ
た
。
し

か
し
て
医
史
跡
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
は
、
先
に
横
浜
総
合
医
学
振
興
財
団
の

助
成
を
受
け
て
作
成
し
た
小
冊
子
『
神
奈
川
県
北
東
の
医
史
跡
め
ぐ
り
」

を
実
地
に
見
聞
し
て
、
医
療
の
発
展
に
つ
い
て
の
貴
重
な
足
跡
を
深
く

心
に
刻
も
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
後
者
の
四
月
一
八
日
（
日
）
に
行
っ
た
神
奈
川
県
北
東
の
医

史
跡
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
の
中
の
鶴
見
方
面
の
印
象
を
述
べ
る
。

先
ず
参
加
者
で
あ
る
が
、
一
二
名
の
方
が
参
加
さ
れ
た
。
天
気
は
朝

か
ら
曇
っ
て
い
て
昼
過
ぎ
か
ら
雨
が
降
り
出
し
た
。
し
か
し
幸
い
に
も

強
い
雨
に
な
ら
ず
、
予
定
の
全
行
程
を
つ
つ
が
な
く
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
当
日
午
前
九
時
半
に
Ｊ
Ｒ
鶴
見
駅
東
口
に
集
合
し
た
一
行
は
、

午
前
の
解
説
者
で
あ
る
中
西
淳
朗
先
生
の
先
導
で
、
徒
歩
五
分
の
と
こ
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神
奈
川
県
北
東
の
医
史
跡
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
を
終
え
て

ろ
に
あ
る
「
ま
る
は
ち
ビ
ル
」
に
向
か
っ
た
。
こ
の
ビ
ル
は
も
と
は
「
鶴

居
堂
」
と
称
し
、
疾
切
り
薬
の
家
伝
妙
薬
〃
苦
楽
丸
″
で
有
名
な
薬
局

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
一
二
年
頃
に
閉
鎖
し
、
文
房
具
店
「
ま
る

は
ち
」
と
な
り
、
中
西
医
院
は
同
ビ
ル
内
に
同
居
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

中
西
先
生
が
医
史
学
の
造
詣
が
深
い
の
は
、
こ
の
辺
に
理
由
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

つ
い
で
「
生
麦
事
件
の
碑
」
を
訪
れ
た
。
こ
の
碑
は
明
治
一
六
年
一

二
月
八
日
黒
川
荘
三
氏
が
私
費
を
投
じ
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
知
っ
て
何
と
も
い
え
な
い
気
持
ち
の
高
ぶ
る
の
を
覚
え
た
。
今
は

横
浜
市
地
域
史
跡
と
し
て
市
教
育
委
員
会
が
保
存
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
鶴
見
区
駒
岡
の
常
倫
寺
に
あ
る
久
志
本
左
京
家
の
墓
と
、
都

筑
区
勝
田
町
の
最
乗
寺
に
あ
る
久
志
本
内
蔵
家
の
墓
に
参
詣
し
た
。

久
志
本
家
は
元
は
伊
勢
の
外
宮
の
神
官
で
あ
っ
た
が
、
天
正
年
間
に

徳
川
家
康
の
侍
医
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
、
江
戸
に
来
て
か
ら
式
部
家

（
本
家
）
、
内
蔵
家
、
左
京
家
に
分
か
れ
た
。
す
な
わ
ぢ
久
志
本
一
六
代

常
員
の
子
常
光
は
式
部
家
の
祖
と
な
り
、
常
光
の
弟
、
常
眞
は
別
家
を

作
っ
た
。
常
眞
の
孫
の
常
範
に
子
が
三
人
お
り
、
長
男
常
亮
が
内
蔵
家

の
祖
と
な
り
、
三
男
常
諄
が
左
京
家
を
作
っ
た
。

常
諄
の
孫
の
常
勝
は
将
軍
綱
吉
の
病
気
を
治
療
し
た
功
に
よ
り
八
○

○
石
の
知
行
が
与
え
ら
れ
、
従
来
の
知
行
を
加
え
計
二
○
○
○
石
と
な

っ
た
。
か
く
し
て
左
京
家
は
大
い
に
繁
栄
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
左
京
家

の
領
地
で
あ
る
駒
岡
に
常
倫
寺
と
い
う
菩
提
寺
を
建
立
し
、
最
乗
寺
に

あ
っ
た
父
（
常
倫
）
の
墓
を
こ
こ
に
移
し
た
の
で
あ
る
。

内
蔵
家
の
墓
は
、
元
内
蔵
家
の
領
地
で
あ
っ
た
都
筑
区
勝
田
町
の
最
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二
、
午
後
の
部

午
後
は
川
崎
方
面
の
医
史
跡
め
ぐ
り
を
行
っ
た
。
解
説
は
深
瀬
泰
旦

先
生
に
お
願
い
し
た
。

ま
ず
宮
前
区
菅
生
の
長
安
寺
に
あ
る
間
宮
主
水
次
郎
長
安
の
墓
に
参

詣
す
る
。
長
安
は
杉
田
玄
白
の
先
祖
で
、
武
蔵
国
久
良
岐
郡
杉
田
村
（
現

在
の
横
浜
市
磯
子
区
杉
田
町
）
に
生
ま
れ
た
。
小
田
原
の
北
条
氏
に
仕
え
、

多
く
の
勲
功
を
た
て
た
が
北
条
氏
が
滅
亡
す
る
と
諸
国
を
転
々
と
し
た

後
杉
田
村
に
帰
り
住
み
、
姓
を
杉
田
と
改
め
た
。
そ
の
後
橘
樹
郡
稲
毛

領
に
移
り
、
一
寺
を
建
立
し
、
自
ら
の
名
を
つ
け
た
法
林
山
長
安
寺
と

し
た
。
没
後
こ
の
寺
に
葬
ら
れ
た
。
長
安
の
孫
忠
安
に
二
児
が
あ
り
、

次
子
の
東
は
甫
仙
と
名
の
っ
て
医
師
と
な
り
江
戸
に
出
た
。
こ
の
甫
仙

こ
そ
玄
白
の
祖
父
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

こ
の
長
安
の
生
涯
を
み
る
と
、
當
時
一
人
の
武
士
が
い
か
に
正
し
く

生
き
よ
う
と
し
て
も
、
自
分
の
仕
え
た
主
人
が
滅
亡
す
る
と
、
封
建
制

乗
寺
の
墓
地
内
に
あ
る
。
後
喬
の
常
孝
先
生
の
墓
は
こ
こ
に
あ
る
。

以
上
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
久
志
本
家
の
今
日
に
い
た
る
ま
で
の
経
過

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
今
後
は
さ
ら
に
久
志
本
家
で
行
わ
れ
て
い
た
医

療
の
詳
細
な
検
討
が
望
ま
れ
る
。

な
お
最
乗
寺
の
近
く
に
あ
る
関
家
住
宅
を
見
学
し
た
。
こ
の
住
宅
の

家
主
は
こ
の
一
帯
が
内
蔵
家
の
領
地
で
あ
っ
た
時
代
に
名
主
を
つ
と
め

た
。
現
在
こ
の
住
宅
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
午
前
の
最
後
の
目
的
地
で
あ
る
横
浜
市
立
歴
史
博
物
館
に

む
か
っ
た
。

の
た
め
に
そ
の
後
生
き
て
い
く
に
は
大
変
苦
労
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ぎ
に
訪
れ
た
の
が
宮
前
区
野
川
の
高
台
に
あ
る
威
徳
山
影
向
寺

（
よ
う
ご
う
じ
）
で
あ
る
。
こ
の
寺
は
白
鳳
時
代
末
期
（
七
世
紀
末
）
に
創

建
さ
れ
た
も
の
で
、
有
名
な
薬
師
堂
と
影
向
石
が
あ
る
。
薬
師
堂
に
ま

つ
ら
れ
て
い
る
薬
師
如
来
像
は
樺
の
一
木
造
り
の
坐
像
で
、
一
二
世
紀

前
半
の
作
で
あ
る
。
こ
の
如
来
像
と
両
脇
侍
菩
薩
立
像
の
三
尊
像
は
明

治
三
三
年
に
国
宝
（
旧
）
に
指
定
さ
れ
、
戦
後
昭
和
二
五
年
に
な
っ
て
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
が
え
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
簡
単
に
は
薬
師
堂
に
入
っ
て
薬
師
如
来
を
拝
む

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
住
職
の
ご
好
意
に
よ
り
参
加
者
全
員

薬
師
堂
の
中
に
入
っ
て
薬
師
如
来
を
拝
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
幸
い

で
あ
っ
た
。

影
向
石
は
も
と
も
と
塔
の
礎
石
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
ら

し
い
。
こ
れ
が
火
災
に
あ
っ
て
塔
が
な
く
な
り
礎
石
の
凹
み
に
た
ま
っ

た
水
が
霊
水
と
し
て
眼
病
に
効
果
が
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
、
近
年
ま
で
こ

の
霊
水
を
求
め
て
多
く
の
人
が
参
詣
に
訪
れ
て
い
た
が
、
現
今
は
祈
願

の
内
容
が
合
格
祈
願
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
霊
水
を
求
め
て
参

詣
に
く
る
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

影
向
石
の
水
が
眼
病
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
約
千
三
百
年

間
多
く
の
人
が
信
じ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
現
今
の
医
療
状
況
か

ら
み
れ
ば
一
つ
の
驚
異
で
あ
る
。

最
後
に
参
詣
し
た
の
は
川
崎
大
師
の
「
施
茶
翁
塚
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
川
崎
大
師
平
間
寺
の
五
重
塔
の
裏
手
に
あ
る
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
形
を
し
た

碑
で
あ
る
。
二
つ
の
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
横
に
並
べ
、
そ
の
上
に
更
に
大
き
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な
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
置
い
た
こ
の
碑
は
、
表
面
に
は
「
施
茶
翁
塚
」
と
刻

し
、
裏
面
に
は
「
地
獄
い
や
極
楽
と
て
も
望
み
無
し
又
六
道
の
辻
で

施
茶
翁
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
施
茶
翁
と
は
上
州
館
林
藩
主
松
平
右
近

将
監
武
厚
の
侍
医
羽
左
問
宗
玄
を
さ
す
。
こ
の
碑
は
、
平
間
寺
の
再
建

が
弘
法
大
師
一
千
年
の
御
遠
忌
に
あ
た
る
天
保
五
年
（
一
八
五
四
年
）
に

完
成
し
た
の
を
祝
っ
て
天
保
六
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
が

著
し
た
『
老
婆
心
書
」
は
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
年
）
の
板
行
で
、
漢

字
仮
名
混
じ
り
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
妊
娠
、
出
産
に
は
じ
ま
り
、
急

慢
驚
風
、
痘
瘡
に
い
た
る
ま
で
そ
の
範
囲
は
広
く
、
そ
の
論
説
は
古
今

の
諸
家
の
医
説
を
折
衷
し
て
い
る
。

か
く
し
て
こ
の
医
史
跡
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
は
無
事
終
了
し
た
。
帰
宅
で

一
緒
に
な
っ
た
参
加
者
の
一
人
が
、
こ
の
よ
う
な
催
し
は
で
き
る
だ
け

多
く
や
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
、
筆
者
の
脳
裏
に
深

く
残
っ
た
。

さ
ら
に
今
ま
で
神
奈
川
県
の
医
療
の
発
展
は
明
治
以
後
か
ら
と
思
わ

れ
て
い
た
が
、
今
回
の
ツ
ア
ー
に
よ
っ
て
す
で
に
明
治
以
前
に
多
く
の

先
人
達
が
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
今
後
は
こ
の
先
人

達
の
す
ば
ら
し
い
業
績
の
掘
り
起
こ
し
を
是
非
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

（
日
本
医
史
学
会
神
奈
川
地
方
会
杉
田
暉
道
）

精
神
医
学
史
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
旨
の
冒
呂
。
邑
辱
目
。
‐

、
旨
冒
閏
尉
冒
ご
旦
勺
、
胃
ご
呉
昌
。
．
夢
①
弓
胃
①
号
○
匡
さ
夢
の

巴
翼
○
①
旨
冒
昌
‐
弓
乏
。
冨
壁
の
自
国
ａ
も
昌
凸
三
昌
曼
旨
三
の
里

四
且
團
“
己
印
象
記

平
成
二
年
三
月
二
○
日
と
二
一
日
の
二
日
間
、
名
古
屋
市
立
大
学

医
学
部
に
お
い
て
、
同
大
学
精
神
医
学
講
座
、
濱
中
淑
彦
教
授
（
現
名
誉

教
授
）
の
主
催
で
精
神
医
学
史
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。
精

神
医
学
史
と
い
う
研
究
分
野
に
つ
い
て
は
、
最
近
日
本
で
も
、
平
成
九

年
の
精
神
医
学
史
学
会
の
設
立
と
機
関
誌
『
精
神
医
学
史
研
究
」
の
発

刊
な
ど
が
実
現
し
、
ち
ょ
う
ど
海
外
の
隆
盛
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
準
備

が
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、
国
内

外
の
研
究
者
た
ち
を
招
い
て
こ
う
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
る
の

は
精
神
医
学
史
研
究
の
推
進
に
と
っ
て
ま
さ
に
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

っ
た
と
言
え
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の

内
容
は
西
洋
と
東
洋
の
二
○
○
○
年
に
渡
る
精
神
医
学
の
営
み
を
横
断

す
る
も
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
中
国
そ
し
て
日
本

か
ら
参
加
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
た
ち
の
顔
ぶ
れ
と
と
も
に
、
非
常
に
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
学
問
的
試
み
で
あ
っ
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
れ
を
見
て
い
く
と
、
一
日
目
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

精
神
医
学
史
」
と
「
中
国
・
韓
国
・
日
本
の
精
神
医
学
史
」
、
二
日
目
は

「
近
代
日
本
の
精
神
医
学
の
黎
明
」
、
「
精
神
医
学
史
に
お
け
る
臨
床

的
・
理
論
的
諸
概
念
」
、
「
認
識
論
的
、
社
会
・
文
化
的
脈
絡
に
お
け
る

精
神
医
学
史
」
と
い
う
順
序
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
四
か
ら
八
題
の
発
表
と


